
７．防災拠点のネットワーク形成に向けた検討
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中部圏広域防災ネットワーク整備計画（第１次案）の概要

１．計画の背景・目的

中部圏広域防災拠点ワーキンググループ※により策定

本整備計画は、平成２４年１１月の「中部圏地震防災基本戦略」（最終とりまとめ）の中で位置づけられた広域
防災ネットワークの整備に関する基本的な考え方及び今後の検討すべき課題について定めるものである。

２．中部圏における広域防災拠点等の必要性

広域的なネットワークを活用した災害対応活動は、複数県、市町村をまたぎ広域的で圏域全体にわたり行わ
れる活動であり、大規模な災害時に広域的な支援を円滑に実施するための重要拠点の整備とこれらを広域的
に結ぶ陸・海・空の交通基盤及び情報通信基盤の整備が必要となる。

防災拠点の階層毎に、拠点施設配置の要件を定め、ネットワークを組む配置候補エリアを示した。

４．基幹的広域防災拠点施設の整備

基幹的広域防災拠点の役割と、現状で確保されている設備、今後検討する設備について示した。

３．中部圏における広域防災ネットワークの形成

広域防災拠点施設の選定と、現状で確保されている役割・機能、設備と、今後検討する役割・機能、設備につ
いて示した。

６．今後検討すべき課題

今後、これらの拠点を整備し効果的かつ効率的に運用を進めていくために、早急に検討・取組みを進めていく
課題を示した。

５．広域防災拠点施設の整備
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※中部圏広域防災拠点ワーキンググループ
広域防災拠点の具体的な整備方針等を検討するため、内閣府、関係自治体、施設管理者、中部地方整備局などから構成



１．中部圏における広域防災ネットワークの形成
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県防災拠点

15ha以上のオープン
スペースを有する施設

司令塔本部機能

高次支援機能

・広域防災拠点の支援
・広域災害対策活動の拠点

拠点配置範囲
（半径概ね5km）

SA・PA

基幹的広域防災拠点

広域防災拠点
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時期 法改正等 中央防災会議
東海・東南海・南海地震対策

中部圏戦略会議
防災拠点のネットワーク形成に向けた検討会

中部圏広域防災拠点ＷＧ

H24 3月

6月

7月

8月

9月

10月

秋頃

冬頃

H25 3月
以降

災害対策基本法の一部を改正する
法律（６月２７日公布・施行）

防災基本計画の修正
（９月６日 中央防災会議決定）

南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高
について（第一次報告）（３月３１日）

南海トラフ巨大地震対策中間報告（７月１９日）
防災対策推進検討会議最終報告（７月３１日）

南海トラフの巨大地震による被害想定（第一次
報告）（８月２９日）

南海トラフ巨大地震の被害想定について（第
二次報告）（３月１８日）

●最終報告
●南海トラフ巨大地震対策措置法

（仮称）制定

●南海トラフ巨大地震対策大綱

（仮称）策定

●南海トラフ巨大地震防災戦略
（仮称）策定

●南海トラフ巨大地震応急対策

活動要領（仮称）策定

●地域防災計画等へ反映

第３回 防災拠点のネットワーク形成に
向けた検討会（１０月２日）
●基幹的広域防災拠点及び広域防災
拠点の配置候補エリアを決定

整備計画を位置づけ

基幹的防災拠点ＷＧ検討事項
・拠点施設の機能、役割を整理
・候補施設の選定
・今後整備検討する設備を整理●中部圏地震防災基本戦略

（最終取りまとめ、１１月５日）

連携

南海トラフ巨大地震対策ＷＧ

連携

広域防災拠点ＷＧ検討事項
・拠点施設の選定
・選定した施設の機能、役割、設備
を整理

・今後整備検討する設備を整理

中部圏広域防災拠点ネットワークＷＧ
の検討結果を検討会へ報告
●中部圏広域防災ネットワーク
整備計画（第１次案）公表３月２５日

●中部圏広域防災ネットワーク
整備計画（第１次案） （５月２４日）
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【ＷＧ：ワーキンググループ】

２．今後の検討スケジュール

【今後の主な検討すべき課題】
（基幹的広域防災拠点）
・具体的な設計を進め、整備手法や整備主
体について検討

（広域防災拠点）
・不足している機能について周辺施設との
連携もしくは新設等の整備手法とその
整備主体について検討し、計画的に必要
な機能の確保と施設・設備の整備を行う


